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ロータリーを祝おう
100年の歩み
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となったそうです。小さな市民運動が大きな波となっ

て自然保誰が守られた良い例と言えるでしょう。

21世紀初の国際博覧会、愛知万博が大成功となるよ

う祈念致しております。

f智侭……響‘長'墓，きょうの例会侭……答'‘滝碆'侭笥
雌

$第1081回 平成17年3月29日(火） 謝
壼葬響丙智侭智侭碧武智侭…謹揖率塞,罹錘,侭智謬侭響侭…智挿必砿

友愛の日

‘震琴伝ｿ碧億智声智示’響先週の記録侭…響‘震，鐘'侭謹'侭笥
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囹卓話

“知っていてほしい文字の話”

会員伊藤健文君

私達が使っている文字が現在に至るまでを簡単にお

話したいと思います。本来日本には「大和ことば」と

言われる独自のことばは存在していましたが、文字は

有りませんでした。ご存知のように':|:!国から伝わって

きた漢字が文字の始まりだと言われています。中国の

歴史は古く漢字の元祖は象形文字から生まれた築書

(てんしよ）と言われ、沓作品に押す雅印や家庭にある

実印などにかかれている文字のことで、築普で書いた

ものを印材に刻むので印を彫ることを築刻(てんこく）

と称する所以なのです。その後、隷普が出来、現在店

舗や会社名の看板などの文字に名残があります。それ

から更に後、階書や行書が出来ますが、草書はそれ以

前に生まれているのです。一般的には行沓のつづけ文

字が草書だと思われていますが間迷いなのです。これ

らの漢字が渡来して日本人も初めは淡文で字を書くよ

うになりましたが奈良、平安1l寺代になると日本独自の

万葉がな、変体がな、平がな、片かななどの仮名文字

が誕生します。平安l1寺代になると完成され仮名文字で

書くことを「女手｣、漢字で書くことを「男手」などと

言うようになり宮中の女官から生まれたと言われる仮

名の美しさは女性のみならず男性をも魅了して日本の

文化に定着しました。しかし昭和23年義務教育が実施

された頃から仮名は万葉がな、変体がな、漢字では築

沓、隷沓、草普がパッタリと姿を消してしまい現在は

階書、行書と平がな、片かなくらいになってしまいま

した。行書も戦後、学校教育のI:|:!では正規の指導は無

く、正しいくずし方を知らない人が多くなりました。

昨今、パソコンの全磯期ですがパソコンは打つ事で

書く叩とは違います。 ｜言|本人の書写能力の低下に一抹

の不安を感じているこの頃です。

囹"我等の生業”

囮出席報告

会員 64(55)名 出席 40名

出席率 72.73％

前々回 3月8日（修正出席率） 87~72％

囮ビジター紹介 2名

題ご夫人紹介

足立まゆみ様・池森伸江様・松居敬子様

成田真佐子様・鈴木僥子様・谷口郷子様

|三好幹事報告
1．本日例会終了後、家族委員会企画の第2回サーク

ルを開催致しますので参加者の方は牡丹の間にお集

まり下さい。

へ

|鈴木(理)会長挨拶’
お二人のビジターとサークルに参加して頂くご夫人

の方々をお迎えしての例会となりました。

どうぞごゆっくりお過ごし頂きたいと思います。

そして本日の企画では伊藤君と水谷君、ご指導の程

宜しくお願い致します。

昔から天災は忘れた頃にやって来ると申しますが、被

災地復興の中、九州地方に大きな地震が発生し過去の経

験から迅速に救援活動がされているようで一安心です。

被災されました方々には心よりお見郷い申し上げます。

さて愛知万博が開幕直前となりましたが、そもそも

この企画は18年前当時鈴木礼二愛知県知事の時に瀬戸

南部を中心に「化学と産業」をテーマとして持ち上が

りましたが海上の森に大鵬の巣が見つかったことから

自然破壊反対運動が広がり「自然の叡智」愛・地球博

－1－

楽会長テーマ 本紙は再生紙を使州しております。



みの大切さを痛切に感じ、寺の修行から帰って先代が

亡くなるまで八年間を日本画の小寺礼三先生に習いま

した。小寺先生はやまと絵が専門の方で最近の作品は

扇面法華経下絵図また普賢十羅刹女・稚児文殊菩薩な

どがあります。名古屋市芸術特賞・社会教育功労者文

部大臣賞を受賞し、 92歳の今も元気にやまと絵を画か

れています。私の寺、大雄院にも先代の縁で薬師堂に

十二神将の壁画と天井画を画いて頂き、本堂には観音

経三-'一三化身像画も有り、水墨淡彩・水墨画など500

点ちかく作品が有ります。お寺には小寺先生・先代・

私の絵が少し飾ってあります。今は忙しくて画けませ

んがお寺を引退したら、先生のように健康で楽しく日

本画を画きたいと思っています。

私が習い始めた時~最近の画いた絵を見て頂き、お

話しを終わらせていただきます。

“私と日本画”

会員水谷祥督君

日本画との出会いは父である先代の住職が先生に寺

まで来て頂き絵を習っていた事が始まりです。

東京の駒沢大学仏教学部に入学をした時は寺を継ぐ

為に一生懸命、勉学に励み頑張って行こうと思ってい

ましたが、昭和43年頃は学生運動の盛んな時代で紛争

が激しく、一年生から三年生まで無駄な時間が過ぎて

しまい、勉学よりも遊びの方へ行ってしまいました。

1年生の時、仏教学部の学生は1年間寮生活をしなけ

ればいけなく、 2年の時、初めてのアパー|､生活で開

放感もあり勉学より遊びに夢中になりました。しかし

だんだんと友達は自分の寺に帰り、私もアパートに一

人でいてもつまらなくなり、寺に帰った時、先代がお

寺で絵を画いていたのを見て、私も筆を取ってみまし

たら日本画は筆の使い方が雌しく、線のおもみ、にじ

令

夫人参加サ｡--クル 牛l丹の間’ :45～…………………‘；､…~､､…､'金､､窪､心u亀｡,､…し……､､ひ'.い′ 《 -
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家族委員会主催の第2回サークルは会員9名、ご夫人8名が参加し、伊藤健文君にお手本書きして頂いた
住所・氏名をもとに沓道のご指導と、 “思いつくまま自然に、心で描く”との助言とご指導で水谷祥督君
に墨絵を教えて頂きました。
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筆を持つのは？年振りという方ばかりでしたがお互いの書や絵について寸評し合い、次回の開催を楽しみ
､
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に待たれる声も上がりました。〆
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昭元・小林 明：

雅弘・松永 正史：
光久・宮尾紘司；

、

親・水谷祥督；
害長・奥本文也ミ

ノ

間良治・竹内 眞三〉
、

繰昭・魚津 常義メ

英次・吉田 節美；
、をお迎えして 〉、

／
、

ノ
､

合計 ｜ ；
| 39.000円 ｜ I
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〈松居敬二〈松居敬二 小杉啓彰 菊池昭元・ '．
／

ゼ 家族委員会に多数の会員及び夫 伊藤さん、水谷さん、本日はよ 小山 雅弘・ ホ

ヌ人に参加いただきまして有難うご ろしくお願いします。 宮本光久・ 盾

メざいます。 鈴木 理之 三好 親・ ズ
ゼ 伊藤君、水谷君よろしくお願い サークルに参加のご夫人の方々 西川 豐長・ §

:します。 ようこそおい出下さいました。 佐久間良治・ ヤ
タ水野 民也 伊藤君、水谷君、ご指導よるし 舎人経昭・ 鴬

， 息子と来ました。 くお願いします。 山本 英次・ モ
ミ浅井誠寿 油田 弘佑・足立一郎 ご夫人をお迎えして

； おこしもんの播油の焦げる香り 萩原喜代子．堀江宏輝
；に春を感じます。 池森 由幸・伊藤健文
〈 おこしもんの醤焦ぐ香に尾州春 伊豫田博明・加藤重雄
／
、、"、夕、夕、〆、"、ｸ、ｸ、"、〃、'、'、ｸ、夕、"、,、"、ｸ、’、'、'、ｸ、ｸ、"、少、グ、〃、'、ｸ、〆、〆、〆、〆、グ、夕、ク、〃、〃、”、"、夕、"辻"、夕.、ダ、"漣夕、夕、夕延'、'、〃、"、'、'、〃、夕、ｸ、"、

次回例会 平成17年4月5日（火）

誌演 "城山・覚王山をめぐる古道”
白壁アカデミア古道担当池田誠一様（紹介久野君）
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